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1.  平成23年6月期の業績（平成22年7月1日～平成23年6月30日） 

 

(2) 財政状態 

 

(3) キャッシュ・フローの状況 

  

(1) 経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年6月期 24,299 13.6 511 27.8 1,064 21.7 569 17.4
22年6月期 21,392 3.2 400 187.5 874 48.4 485 55.9

1株当たり当期純利益
潜在株式調整後1株当たり

当期純利益
自己資本当期純利益

率
総資産経常利益率 売上高営業利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％

23年6月期 110.97 ― 8.3 6.7 2.1
22年6月期 94.50 ― 7.5 5.8 1.9

（参考） 持分法投資損益 23年6月期  ―百万円 22年6月期  ―百万円

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年6月期 16,412 7,114 43.3 1,385.88
22年6月期 15,228 6,677 43.8 1,300.68

（参考） 自己資本   23年6月期  7,114百万円 22年6月期  6,677百万円

営業活動によるキャッシュ・フロー 投資活動によるキャッシュ・フロー 財務活動によるキャッシュ・フロー 現金及び現金同等物期末残高
百万円 百万円 百万円 百万円

23年6月期 1,075 △1,109 167 493
22年6月期 913 △676 △357 360

2.  配当の状況 

 

年間配当金 配当金総額
（合計）

配当性向
純資産配当

率第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

22年6月期 ― 0.00 ― 27.00 27.00 138 28.6 2.1
23年6月期 ― 0.00 ― 28.00 28.00 143 25.2 2.0
24年6月期(予想) ― 0.00 ― 28.00 28.00 20.9

3.  平成24年6月期の業績予想（平成23年7月1日～平成24年6月30日） 
（％表示は、通期は対前期、第2四半期(累計)は対前年同四半期増減率）

 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期(累計) 12,565 4.6 262 79.3 553 25.2 315 43.7 61.44
通期 25,150 3.5 623 21.9 1,205 13.2 687 20.6 133.82



4.  その他 
(1) 重要な会計方針の変更 

（注）詳細は、17ページ「重要な会計方針の変更」をご覧ください。 

(2) 発行済株式数（普通株式） 

（注）1株当たり当期純利益の算定の基礎となる株式数については、21ページ「1株当たり情報」をご覧ください。 

① 会計基準等の改正に伴う変更  ： 有
② ①以外の変更  ： 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年6月期 5,136,600 株 22年6月期 5,136,600 株
② 期末自己株式数 23年6月期 3,024 株 22年6月期 2,937 株
③ 期中平均株式数 23年6月期 5,133,623 株 22年6月期 5,133,663 株

※ 監査手続の実施状況に関する表示 
この決算短信は、金融商品取引法に基づく監査対象手続の対象外であり、この決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく財務諸表の監査手続
は終了しておりません。 

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
（将来に関する記述等についてのご注意） 
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報および合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際
の業績は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる仮定等につきましては、2ページ「１．経営成績 （１）経営成績に関する分析」
をご覧ください。 
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当事業年度における小売業を取り巻く環境は、企業の収益改善傾向を受けて個人消費に一部持ち直

しの動きが見られましたが、景気の本格的な回復には至らず消費生活者の先行きに対する不安が払拭

されないまま生活防衛型の消費傾向が継続するなど、依然として弱含みのまま推移いたしました。 

このような環境の中、当社は前事業年度に引き続きお客様の要望される商品の導入・拡充を行うた

めの店舗改装スピードを向上させるため改装課人員を23名から36名体制に大幅増員し、これまでより

一層お客様のお役に立てる品揃えを実現してまいりました。また、当社の「お客様の声をもとにした

20万品目（1店舗あたり）の品揃え」や「楽しく見やすい売場づくり」等がマスコミで紹介されたこ

ともあり、特に福岡・大分・熊本地区において知名度が向上し、初めてご来店されるお客様が増えた

ことに加え、その後リピーターとして店舗へ何度もご来店頂けるお客様が増えてまいりました。 

その結果、既存店での来店客数は前年同期比105.8％、客単価も前年同期比101.3％となり既存店売上

高は前年同期比107.1％の229億1千5百万円となりました。 

また、平成22年10月にオープンした当社10号店目となる「くさみ店」（福岡県北九州市小倉南区）の

業績も豊富な品揃えがお客様の支持を得てオープン当初より堅調に推移したことから、くさみ店を加

えた全店での来店客数は前年同期比112.2％、客単価が前年同期比101.2％となり、全店売上高が前年

同期比113.6％の242億9千9百万円となりました。 

利益は、新規店舗（くさみ店）のオープン準備に伴う費用として約1億7千万円を計上しております

が、売上総利益額の増加がこれを吸収し、営業利益が5億1千1百万円（前年同期比127.8％）、経常利

益が10億6千4百万円（前年同期比121.7％）となっております。なお、当事業年度から資産除去債務

に関する会計基準を適用しており、特別損失にその影響額として6千2百万円を計上した結果、当期純

利益は前年同期比117.4％の5億6千9百万円となりました。 
  

(注）当社は営業開始後13ヵ月経過した店舗を既存店、13ヶ月未満の店舗を新店と定義しており、当事業年度において

はくさみ店を除く９店舗が既存店となります。 

  

部門別の業績は次のとおりであります。                                 （単位：百万円） 

 
 なお、上記金額には消費税等は含まれておりません。 

  

  

１．経営成績

（１）経営成績に関する分析

部  門  別
前事業年度 当事業年度

増減額
前 年
同期比金 額 構成比 金 額 構成比

ＤＩＹ用品 

ホビー・木製品、建材、手工具、

電動工具、金物、塗料、接着剤、

園芸資材、薬剤肥料・用土、植

物、エクステリア用品、石材

11,107 51.9 % 12,422 51.1 % 1,314 111.8 %

家庭用品 

家庭用品、日用品、インテリア用

品、電気資材用品、収納用品、住

宅設備用品

6,961 32.6 % 8,219 33.8 % 1,258 118.1 %

カー・レジャー用品 

カー用品、アウトドア用品、ペッ

ト、生体、文具

3,324 15.5 % 3,657 15.1 % 333 110.0 %

合     計 21,392 100.0 % 24,299 100.0 % 2,906 113.6 %

㈱ハンズマン（7636）　平成23年6月期決算短信（非連結）

－　2　－



  
（次期の見通し）  

  次期の当社を取り巻く経営環境は、景気回復のスピードは依然として遅く、個人消費の低迷がしばら

く続くものと思われます。 

 当社は当事業年度においても前事業年度に引き続きお客様の要望される商品の導入・拡充を行うため

の店舗改装の推進と全面的な改装の完了していない店舗の改装に力を注ぎ、よりお客様のお役に立てる

お店、よりお客様に喜んでいただけるお店作りに邁進してまいります。 

 以上の結果、平成24年6月期の業績見通しは、売上高が251億5千万円（前年同期比103.5％）、営業利

益が6億2千3百万円（前年同期比121.9％）、経常利益が12億5百万円（前年同期比113.2％）、当期純利

益が6億8千7百万円（前年同期比120.6％）を見込んでおります。  

  

（中期経営計画等の進捗状況）  

  当社は平成22年6月期決算短信（非連結）にて3ヵ年（平成23年6月期～平成25年6月期）の中期経営計

画数値を公表しておりますが、計画の前提として平成24年6月期中に1店舗（福岡3号店）の出店を計画

しておりましたが、ディベロッパー側の都合により出店可能時期が平成26年6月期中に延びたことか

ら、今回改めて次期以降3ヵ年の中期経営計画数値を策定しております。なお、平成24年6月期中および

平成25年6月期中においては、現時点で新規出店の予定はありません。 

 
  

  

① 資産・負債および純資産の状況 

当事業年度末における資産合計は、前事業年度末に比べ11億8千3百万円増加の164億1千2百万円とな

りました。これは主に、現金及び預金の増加と既存店の商品拡充・新店（くさみ店）の開店に伴う商品

の増加により流動資産が4億2千2百万円増加したこと、さらにはくさみ店の店舗建物取得により有形固

定資産が7億3千4百万円増加したことによるものであります。  

負債合計は、前事業年度末に比べ7億4千6百万円増加の92億9千8百万円となりました。これは主にく

さみ店の店舗建物等の設備投資資金の調達によって、長期借入金が5億6千5百万円増加したことと資産

除去に関する会計基準の適用により資産除去債務を2億1千5百万円計上した結果、固定負債が7億8千万

円増加しております。  

純資産合計は、前事業年度末に比べ4億3千7百万円増加の71億1千4百万円となりました。これは主

に、利益剰余金の増加によるものであります。  

  

（単位：百万円)

平成24年6月期 平成25年6月期 平成26年6月期

計 画 前年同期比 計 画 前年計画比 計 画 前年計画比

売上高 25,150 103.5 % 25,870 102.9 % 28,360 109.6 %

営業利益 623 121.9 % 839 134.6 % 842 100.4 %

経常利益 1,205 113.2 % 1,453 120.6 % 1,531 105.4 %

当期純利益 687 120.6 % 828 120.6 % 873 105.4 %

（２）財政状態に関する分析
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② キャッシュ・フローの状況 

当事業年度末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前事業年度末に比べ1億3千

3百万円増加の4億9千3百万円となりました。各キャッシュ・フローの状況は次のとおりであります。 

 (営業活動によるキャッシュ・フロー） 

営業活動の結果得られた資金は、10億7千5百万円（前年同期比117.6％）となりました。これは主

に、税引前純利益が9億9千1百万円、減価償却費が5億8千5百万円、仕入債務増加額が1億1千円となった

のに対し、棚卸資産の増加額が2億2百万円、法人税等の支払額が4億5千7百万円となったことによるも

のであります。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

投資活動の結果使用した資金は、11億9百万円（前年同期比164.0％）となりました。これは主にくさ

み店の店舗建物取得等により有形固定資産の取得による支出が11億5千7百万円となったことによるもの

であります。 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

財務活動の結果得られた資金は、1億6千7百万円（前年同期は3億5千7百万円の使用）となりました。

これは主に、短期借入金の純減額が2億5千万円、長期借入金の返済額が8億4千2百万円、配当金の支払

額が1億3千8百万円となったことに対し、長期借入金の借入額が14億円となったことによるものであり

ます。 

(参考) キャッシュ・フロー関連指標の推移 

  

 
（注）１．各指標の計算式は以下のとおりであります。 

自己資本比率：自己資本／総資産 

時価ベースの自己資本比率：株式時価総額／総資産 

債務償還年数：有利子負債／営業キャッシュ・フロー 

インタレスト・カバレッジ・レシオ：営業キャッシュ・フロー／利払い 

２．各指標は、いずれも財務数値により算出しております。 

３．株式時価総額は、期末株価終値×期末発行済株式数（自己株式控除後）により算出しております。 

４．営業キャッシュ・フローは、キャッシュ・フロー計算書の「営業活動によるキャッシュ・フロー」を使用

しております。 

５．有利子負債は、貸借対照表に計上されている負債のうち利子を支払っている全ての負債を対象としてお

り、また、利払いについてはキャッシュ・フロー計算書に計上されている「利息の支払額」を使用してお

ります。 

６．平成20年6月期の債務償還年数及びインタレスト・カバレッジ・レシオは菊陽店の新規オープンにより店

舗の棚卸資産等が増加したことにより営業キャッシュ・フローがマイナスとなったため記載しておりませ

ん。 

  

平成19年6月期 平成20年6月期 平成21年6月期 平成22年6月期 平成23年6月期

自己資本比率（％） 53.2 46.2 42.4 43.8 43.3

時価ベースの自己資本比率
（％）

43.9 26.2 20.7 25.2 27.6

債務償還年数（年） 3.6 ― 7.3 7.0 6.2

インタレスト・カバレッジ・
レシオ（倍）

19.3 ― 9.5 8.5 11.2
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当社は、株主の皆さまに対する重い責任を自覚し、株主の皆さまの期待に沿うべく、企業体質の強化

に最善を尽くすとともに、安定的な配当の維持継続に留意し、業績に応じて増配または株式分割を行う

ことで積極的に利益の還元を図る方針であります。なお、内部留保金につきましては、主として店舗の

新規開設資金や既存店の改装等設備資金に充当する予定であります。  

当期の期末配当につきましては、平成23年6月期の業績を勘案し前期に比べ1円増配し1株につき28円

とさせていただく予定であり、次期の配当も期末配当金として28円を予定しております。 

  

① 出店に関する法的規制について 

当社はホームセンターの多店舗展開を行っていますが、店舗の新規出店及び既存店の増床について、

次のような法的規制を受けております。売場面積1,000㎡を超える新規出店及び既存店の増床について

は、「大規模小売店舗立地法(平成12年6月１日施行)」(以下「大店立地法」という。) による規制の対

象となります。大店立地法は、都道府県、政令指定都市が主体となって、市町村の意思の反映、広範な

住民の意思表示の機会を確保しつつ、駐車需要の充足、その他による周辺住民の利便性及び商業その他

の業務の利便性の確保のために配慮すべき事項(交通渋滞、駐車・駐輪、交通安全その他)、廃棄物問題

や騒音の発生その他による周辺住民の生活環境の悪化防止のために配慮すべき事項等の地域社会に対す

る環境問題を調整するためのものであります。その為、当社は地域環境を考慮した店舗構造、運営方針

を行い、地域住民・自治体との調整を図りながら出店をしていく方針でありますが、地域住民・自治体

との調整のため出店に要する時間の長期化や出店コストの増加等の影響を受ける可能性があります。ま

た、「都市計画法」「中心市街地活性化法」「大規模小売店舗立地法」（以下「まちづくり三法」とい

う。）のうち、「都市計画法」が平成19年11月に改正施行されました。改正「都市計画法」の骨子は、

売場面積10,000㎡以上の大規模小売店の出店を商業地域、近隣商業地域、準工業地域に限定することに

より、郊外での大規模小売店の出店に制限が課せられることとなり、さらに今後各自治体が「まちづく

り三法」を補完する条例等を施行した場合には、店舗売場面積の縮小や出店に要する時間の長期化など

出店計画に影響を及ぼす可能性があります。 

  

② 気象要因について 

当社の販売している商品はＤＩＹ用品部門（ホビー・木製品、建材、手工具、電動工具、金物、塗

料、接着剤、園芸資材、薬剤肥料・用土、植物、エクステリア用品、石材）等の屋外作業に伴う商品の

販売ウェイトが高く、これらの商品は、降雨量や気温といった気象条件の悪化が、来店客数や商品購入

点数の減少につながり、業績に悪影響を及ぼす可能性があります。 

  

（注）上記文中の将来に関する事項は、当事業年度末において当社が判断したものであります。 

  

（３）利益配分に関する基本方針及び当期・次期の配当

（４）事業等のリスク
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 当社は関係会社を有しておりません。  

 当社の事業の内容はＤＩＹ用品、家庭用品、カー・レジャー用品の販売に従事しており、ＤＩＹ（DO

IT YOURSELF）用品としてホビー・木製品、建材、手工具、電動工具、塗料、園芸資材、薬剤肥料・用

土、植物、エクステリア用品、石材等を、家庭用品として日用品、インテリア用品、電気資材用品、収納

用品、住宅設備用品等を、またカー・レジャー用品として、カー用品、アウトドア用品、ペット、文具の

商品の取扱いをしております。  

 事業運営は広範囲の商品の取扱いをしておりますので、大型店での店舗運営になっており、販売はセル

フサービス方式による店頭小売がほとんどであります。  

  

平成23年6月末現在の店舗数は下記の10店舗であります。  

宮崎県 ４店舗 

  吉尾店（都城市）、加納店（宮崎市）、新名爪店（宮崎市）、柳丸店（宮崎市）  

鹿児島県 １店舗 

  国分店（霧島市）  

熊本県 ２店舗 

  画図店（熊本市）、菊陽店(菊池郡菊陽町)  

大分県 １店舗 

  わさだ店（大分市）  

福岡県 ２店舗 

  大野城店（大野城市）、くさみ店（北九州市小倉南区）  

  

２．企業集団の状況
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当社の企業理念は、「お客様第一主義に徹する」ことでございます。 

 お客様第一主義に徹するとは、住まいと暮らしに関するお客様の要望をすべて満たすことであり、こ

こに経営資源のすべてを投入いたします。 

当社は、「Ｂ／Ｓを重視した経営」「株主重視の経営」をするために、株主資本比率５０％以上、総

資本経常利益率（ＲＯＡ）１０％以上、株主資本利益率（ＲＯＥ）１０％以上、１株当たり当期純利益

（ＥＰＳ）１００円以上にすることを目標としております。 

当面の目標は、地域一番のＤＩＹ大型専門店になることであります。そして、九州地区におけるリー

ジョナルチェーンを目指しております。 

 また、ＤＩＹ、園芸、インテリア部門を最重点強化部門とし、お客様の声を基にした品揃えの拡充と

専門知識を豊富に持ったスタッフの増強によって、同業他社との差別化をより一層推進し、集客力の向

上及び利益率の向上を図ってまります。 

当社は接客を重視しており、従業員の質の向上なくして、品揃えの拡充や、お客様が本当に望むサー

ビスの提供はありえないと考えております。当社の対処すべき課題は従業員の人材育成にあり、そのた

めに定期的な研修会の実施と接客レベルに対する職能考課の実施やＤＩＹアドバイザー資格取得の奨励

等、能力主義人事を推進し、従業員の質の向上を目指しております。 

該当事項はありません。 

３．経営方針

（１）会社の経営の基本方針

（２）目標とする経営指標

（３）中長期的な会社の経営戦略

（４）会社の対処すべき課題

（５）その他、会社の経営上重要な事項
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４．財務諸表

（１）貸借対照表

(単位：千円)

前事業年度
(平成22年６月30日)

当事業年度
(平成23年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 366,330 499,726

売掛金 186,513 219,378

商品 5,259,450 5,454,039

貯蔵品 40,907 48,422

前渡金 5,906 1,835

前払費用 74,595 57,196

繰延税金資産 102,848 116,316

その他 49,700 111,832

流動資産合計 6,086,253 6,508,748

固定資産

有形固定資産

建物 ※1, ※2 7,100,870 ※1, ※2 7,962,636

減価償却累計額 △2,338,878 △2,693,801

建物（純額） 4,761,991 5,268,834

構築物 ※2 860,399 ※2 1,012,889

減価償却累計額 △547,876 △613,984

構築物（純額） 312,523 398,904

工具、器具及び備品 1,067,224 1,362,566

減価償却累計額 △643,504 △805,432

工具、器具及び備品（純額） 423,720 557,134

土地 ※1, ※2 1,786,593 ※1, ※2 1,804,659

リース資産 4,300 4,300

減価償却累計額 △1,146 △2,006

リース資産（純額） 3,153 2,293

建設仮勘定 22,817 13,273

有形固定資産合計 7,310,799 8,045,101

無形固定資産

借地権 163,199 163,199

ソフトウエア 12,059 23,615

その他 10,513 9,616

無形固定資産合計 185,772 196,431

投資その他の資産

投資有価証券 37,628 35,265

出資金 360 60

長期貸付金 111,208 104,568

破産更生債権等 168 168

長期前払費用 8,363 6,521

敷金及び保証金 466,296 464,398

保険積立金 165,099 183,483

投資不動産 ※1, ※2 1,250,090 ※1 1,250,090

減価償却累計額 ※3 △391,967 △405,962

投資不動産（純額） 858,123 844,128

その他 14,485 36,781

貸倒引当金 △15,917 △13,123

投資その他の資産合計 1,645,817 1,662,251

固定資産合計 9,142,389 9,903,784

資産合計 15,228,643 16,412,532
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(単位：千円)

前事業年度
(平成22年６月30日)

当事業年度
(平成23年６月30日)

負債の部

流動負債

買掛金 1,259,800 1,370,294

短期借入金 ※1 2,100,000 ※1 1,850,000

1年内返済予定の長期借入金 ※1 842,600 ※1 834,964

リース債務 851 862

未払金 112,079 151,827

未払費用 269,898 296,716

未払法人税等 292,351 305,248

未払消費税等 80,875 92,700

預り金 18,388 20,969

その他 13,166 32,513

流動負債合計 4,990,011 4,956,097

固定負債

長期借入金 ※1 3,466,800 ※1 4,031,836

リース債務 2,325 1,463

資産除去債務 － 215,971

その他 92,249 92,642

固定負債合計 3,561,375 4,341,913

負債合計 8,551,386 9,298,010

純資産の部

株主資本

資本金 1,057,500 1,057,500

資本剰余金

資本準備金 1,086,500 1,086,500

資本剰余金合計 1,086,500 1,086,500

利益剰余金

利益準備金 23,827 23,827

その他利益剰余金

別途積立金 500,000 500,000

繰越利益剰余金 4,010,712 4,441,812

利益剰余金合計 4,534,539 4,965,640

自己株式 △4,629 △4,702

株主資本合計 6,673,910 7,104,938

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 3,346 9,583

評価・換算差額等合計 3,346 9,583

純資産合計 6,677,256 7,114,521

負債純資産合計 15,228,643 16,412,532
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（２）損益計算書

(単位：千円)

前事業年度
(自 平成21年７月１日
至 平成22年６月30日)

当事業年度
(自 平成22年７月１日
至 平成23年６月30日)

売上高 21,392,477 24,299,110

売上原価

商品期首たな卸高 5,009,194 5,259,450

当期商品仕入高 15,601,016 17,664,234

合計 20,610,210 22,923,684

他勘定振替高 ※1 18,077 ※1 75,494

商品期末たな卸高 5,259,450 5,454,039

商品売上原価 15,332,683 17,394,151

売上総利益 6,059,793 6,904,959

販売費及び一般管理費

広告宣伝費 530,044 623,525

役員報酬 155,908 154,384

従業員給料及び手当 2,275,981 2,599,234

退職給付費用 16,073 17,221

福利厚生費 332,392 399,015

水道光熱費 252,819 282,554

施設管理費 92,545 114,984

消耗品費 97,521 124,992

賃借料 733,672 716,571

減価償却費 524,723 585,999

租税公課 151,700 159,824

その他 496,368 615,524

販売費及び一般管理費合計 5,659,750 6,393,831

営業利益 400,043 511,127

営業外収益

受取利息 261 210

受取配当金 796 1,040

早期決済奨励金 389,575 447,189

受取手数料 160,535 148,466

投資不動産賃貸料 66,243 100,925

その他 19,225 5,969

営業外収益合計 636,637 703,799

営業外費用

支払利息 106,833 96,371

投資不動産賃貸費用 40,416 37,991

その他 14,811 15,930

営業外費用合計 162,061 150,293

経常利益 874,618 1,064,632
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(単位：千円)

前事業年度
(自 平成21年７月１日
至 平成22年６月30日)

当事業年度
(自 平成22年７月１日
至 平成23年６月30日)

特別利益

貸倒引当金戻入額 － 2,794

特別利益合計 － 2,794

特別損失

固定資産除却損 ※2 6,119 ※2 492

固定資産売却損 ※3 15,541 －

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 62,711

投資有価証券評価損 － 12,811

特別損失合計 21,661 76,015

税引前当期純利益 852,957 991,411

法人税、住民税及び事業税 350,332 468,405

法人税等調整額 17,481 △46,703

法人税等合計 367,813 421,702

当期純利益 485,144 569,709
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（３）株主資本等変動計算書

(単位：千円)

前事業年度
(自 平成21年７月１日
至 平成22年６月30日)

当事業年度
(自 平成22年７月１日
至 平成23年６月30日)

株主資本

資本金

前期末残高 1,057,500 1,057,500

当期変動額

当期変動額合計 － －

当期末残高 1,057,500 1,057,500

資本剰余金

資本準備金

前期末残高 1,086,500 1,086,500

当期変動額

当期変動額合計 － －

当期末残高 1,086,500 1,086,500

利益剰余金

利益準備金

前期末残高 23,827 23,827

当期変動額

当期変動額合計 － －

当期末残高 23,827 23,827

その他利益剰余金

別途積立金

前期末残高 500,000 500,000

当期変動額

当期変動額合計 － －

当期末残高 500,000 500,000

繰越利益剰余金

前期末残高 3,653,909 4,010,712

当期変動額

剰余金の配当 △128,341 △138,608

当期純利益 485,144 569,709

当期変動額合計 356,802 431,100

当期末残高 4,010,712 4,441,812

利益剰余金合計

前期末残高 4,177,737 4,534,539

当期変動額

剰余金の配当 △128,341 △138,608

当期純利益 485,144 569,709

当期変動額合計 356,802 431,100
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(単位：千円)

前事業年度
(自 平成21年７月１日
至 平成22年６月30日)

当事業年度
(自 平成22年７月１日
至 平成23年６月30日)

当期末残高 4,534,539 4,965,640

自己株式

前期末残高 △4,629 △4,629

当期変動額

自己株式の取得 － △72

当期変動額合計 － △72

当期末残高 △4,629 △4,702

株主資本合計

前期末残高 6,317,107 6,673,910

当期変動額

剰余金の配当 △128,341 △138,608

当期純利益 485,144 569,709

自己株式の取得 － △72

当期変動額合計 356,802 431,028

当期末残高 6,673,910 7,104,938

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金

前期末残高 7,677 3,346

当期変動額

株主資本以外の項目の当期変動額（純
額）

△4,331 6,237

当期変動額合計 △4,331 6,237

当期末残高 3,346 9,583

純資産合計

前期末残高 6,324,785 6,677,256

当期変動額

剰余金の配当 △128,341 △138,608

当期純利益 485,144 569,709

自己株式の取得 － △72

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） △4,331 6,237

当期変動額合計 352,471 437,265

当期末残高 6,677,256 7,114,521
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（４）キャッシュ・フロー計算書

(単位：千円)

前事業年度
(自 平成21年７月１日
至 平成22年６月30日)

当事業年度
(自 平成22年７月１日
至 平成23年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前当期純利益 852,957 991,411

減価償却費 524,723 585,999

貸倒引当金の増減額（△は減少） － △2,794

受取利息及び受取配当金 △1,058 △1,250

支払利息 106,833 96,371

早期決済奨励金 △389,575 △447,189

投資不動産賃貸料 △66,243 △100,925

投資不動産賃貸費用 40,416 37,991

固定資産売却損益（△は益） 15,541 492

固定資産除却損 6,119 －

投資有価証券評価損益（△は益） － 12,811

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 62,711

売上債権の増減額（△は増加） △2,252 △32,864

たな卸資産の増減額（△は増加） △250,970 △202,104

仕入債務の増減額（△は減少） 50,424 110,494

未払消費税等の増減額（△は減少） 7,292 11,824

その他 29,338 58,959

小計 923,548 1,181,940

利息及び配当金の受取額 1,058 1,250

利息の支払額 △107,173 △94,444

早期決済奨励金の受取額 388,138 444,320

法人税等の支払額 △291,750 △457,838

営業活動によるキャッシュ・フロー 913,821 1,075,227

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △483,538 △1,157,370

投資不動産の取得による支出 △325,837 －

投資不動産の賃貸による収入 72,556 103,123

投資不動産の賃貸による支出 △39,696 △21,693

敷金及び保証金の差入による支出 － △500

敷金及び保証金の回収による収入 31,325 2,398

その他 68,532 △35,702

投資活動によるキャッシュ・フロー △676,658 △1,109,744

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △300,000 △250,000

長期借入れによる収入 700,000 1,400,000

長期借入金の返済による支出 △628,600 △842,600

リース債務の返済による支出 △840 △851

自己株式の取得による支出 － △72

配当金の支払額 △128,316 △138,563

財務活動によるキャッシュ・フロー △357,757 167,912

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △120,594 133,395

現金及び現金同等物の期首残高 480,825 360,230

現金及び現金同等物の期末残高 ※ 360,230 ※ 493,626
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該当事項はありません。 

  

（５）継続企業の前提に関する注記

（６）重要な会計方針

前事業年度
(自 平成22年７月１日
至 平成22年６月30日)

当事業年度
(自 平成22年７月１日
至 平成23年６月30日)

１ 有価証券の評価基準及び

評価方法

その他有価証券 

時価のあるもの

その他有価証券 

時価のあるもの

決算期末日の市場価格等に基づ

く時価法

同 左

(評価差額は、全部純資産直入法

により処理し、売却原価は、移

動平均法により算定)

時価のないもの 時価のないもの

移動平均法による原価法 同 左

２ たな卸資産の評価基準及

び評価方法

評価基準については、原価法（収益性

の低下に基づく簿価切下げの方法）に

よっております。

評価基準については、原価法（収益性

の低下に基づく簿価切下げの方法）に

よっております。

(1) 商品 (1) 商品

売価還元法 同 左

(2) 貯蔵品 (2) 貯蔵品

最終仕入原価法 同 左

３ 固定資産の減価償却の方

法

(1) 有形固定資産（リース資産を除

く）

(1) 有形固定資産（リース資産を除

く）

定率法を採用しております。 同 左

ただし、平成10年４月１日以降に取

得した建物(附属設備を除く)について

は、定額法を採用しております。

なお、主な耐用年数は以下のとお

りであります。

建物及び構築物   8～38年

工具、器具及び備品 5～15年

(2) 無形固定資産（リース資産を除

く）

(2) 無形固定資産（リース資産を除

く）

定額法を採用しております。 同 左

なお、自社利用のソフトウエア

については、社内における利用可

能期間(５年)に基づいておりま

す。

（3）リース資産 （3）リース資産

リース期間を耐用年数とし、残

存価額を零とする定額法を採用し

ております。

同 左

なお、リース取引開始日が平成

20年6月30日以前の所有権移転外

ファイナンス・リース取引につい

ては、引き続き通常の賃貸借取引

に係る方法に準じた会計処理を適

用しております。
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前事業年度
(自 平成22年７月１日
至 平成22年６月30日)

当事業年度
(自 平成22年７月１日
至 平成23年６月30日)

(4) 長期前払費用 (4) 長期前払費用

均等償却しております。

なお、償却期間については、法

人税法に規定する方法と同一の基

準によっております。

同 左

４ 引当金の計上基準   貸倒引当金 (1) 貸倒引当金

債権の貸倒れによる損失に備え

るため、一般債権については、貸

倒実績率により、貸倒懸念債権等

特定の債権については、個別に回

収可能性を検討し、回収不能見込

額を計上しております。

債権の貸倒れによる損失に備え

るため、一般債権については、貸

倒実績率により、貸倒懸念債権等

特定の債権については、個別に回

収可能性を検討し、回収不能見込

額を計上しております。

５ ヘッジ会計の方法 (1) 繰延ヘッジ等のヘッジ会計の方法 (1) 繰延ヘッジ等のヘッジ会計の方法

ヘッジ会計の要件を満たす金利

スワップについて、特例処理を採

用しております。

同 左

(2) ヘッジ手段とヘッジ対象 (2) ヘッジ手段とヘッジ対象

・ヘッジ手段 同 左

デリバティブ取引（金利スワッ

プ取引）

・ヘッジ対象

キャッシュ・フローが固定さ

れ、その変動が回避されるもの

(3) ヘッジ方針 (3) ヘッジ方針

当社は、変動金利を固定金利に

変換する目的で一部の借入取引に

関し金利スワップ取引を利用して

いるのみであり、投機目的及び短

期的な売買利益を目的としたデリ

バティブ取引は行わない方針であ

ります。

同 左

(4) ヘッジの有効性評価の方法 (4) ヘッジの有効性評価の方法

金利スワップの特例処理を採用

しているため、ヘッジの有効性の

判定は省略しております。

同左

(5) その他リスク管理方法のうち、ヘ

ッジ会計に係るもの

(5) その他リスク管理方法のうち、ヘ

ッジ会計に係るもの

金利スワップ取引は、一部の借

入金に限定して利用しており、取

引の実行及び管理は、借入金を主

管する経理部が行っております。 

また、多額の借入金は取締役会の

専決事項であり、それに伴う金利

スワップ取引は取締役会の承認を

受けております。

同左
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前事業年度
(自 平成22年７月１日
至 平成22年６月30日)

当事業年度
(自 平成22年７月１日
至 平成23年６月30日)

６ キャッシュ・フロー計算

書における資金の範囲

手許現金、随時引き出し可能な預金

及び容易に換金可能であり、かつ、価

値の変動について僅少なリスクしか負

わない取得日から３か月以内に償還期

限の到来する短期投資からなります。

同左

７ その他財務諸表作成のた

めの基本となる重要な事

項

消費税等の会計処理 消費税等の会計処理

消費税及び地方消費税の会計処理

は、税抜方式によっております。

同左

（７）重要な会計方針の変更

前事業年度
(自  平成22年７月１日
至  平成22年６月30日)

当事業年度
(自  平成22年７月１日
至  平成23年６月30日)

───────── (資産除去債務に関する会計基準等)

当事業年度より、「資産除去債務に関する会計基準」

（企業会計基準第18号  平成21年３月31日）及び「資産

除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準

適用指針第21号  平成21年３月31日）を適用しておりま

す。

これにより、当事業年度の営業利益、経常利益はそれ

ぞれ9,769千円減少しており、税引前当期純利益は

72,480千円減少しております。また、当会計基準等の適

用開始による資産除去債務の変動額は211,736千円であ

ります。
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（８）財務諸表に関する注記事項

(貸借対照表関係)

前事業年度 
(平成22年６月30日)

当事業年度 
(平成23年６月30日)

※１ 担保に供している資産及びこれに対応する債務

は、次のとおりであります。

(1) 担保に供している資産

(有形固定資産）

建物 2,731,160 千円

土地 1,235,259 千円

計 3,966,419 千円  

※１ 担保に供している資産及びこれに対応する債務

は、次のとおりであります。

(1) 担保に供している資産

(有形固定資産）

建物 3,028,564 千円

土地 1,664,238 千円

計 4,692,803 千円

 

(投資その他の資産）

投資不動産 832,827 千円

計 832,827 千円

合計 4,799,247 千円
 

(投資その他の資産）

投資不動産 823,028 千円

計 823,028 千円

合計 5,515,831 千円

 

(2) 上記に対応する債務

短期借入金 687,100 千円

1年内返済予定長期借入金 510,400 千円

長期借入金 3,043,800 千円

計 4,241,300 千円
 

(2) 上記に対応する債務

短期借入金 550,000 千円

1年内返済予定長期借入金 485,844 千円

長期借入金 3,457,956 千円

計 4,493,800 千円

※２

保有目的の変更により、有形固定資産の建物

95,903千円、土地437,361千円及び構築物7,039千

円を投資不動産に振り替えております。

―――――――――――――

※３

投資不動産の減価償却累計額には、有形固定資

産からの振替分を含めております。

――――――――――――――

(損益計算書関係)

前事業年度
(自 平成21年７月１日
至 平成22年６月30日)

当事業年度
(自 平成22年７月１日
至 平成23年６月30日)

※１ 他勘定振替高 ※１ 他勘定振替高

 主なものは、消耗品費及び販売促進費への振替

であります。

同  左

※２ 固定資産除却損 ※２ 固定資産除却損

 固定資産除却損は、次のとおりであります。

建物除却損 3,613 千円

構築物除却損 1,575 千円

工具、器具及び備品除却損 930 千円

計 6,119 千円

 固定資産除却損は、工具、器具及び備品除却損

であります。

※３ 固定資産売却損

固定資産売却損は構築物売却損であります。 ――――――――――――――
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前事業年度(自 平成21年７月１日 至 平成22年６月30日) 

１ 発行済株式の種類及び総数並びに自己株式の種類及び数に関する事項 

 
  

２ 配当に関する事項 

(1) 配当金支払額 

 
(2) 基準日が当事業年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌事業年度となるもの 

 
  

当事業年度(自 平成22年７月１日 至 平成23年６月30日) 

１ 発行済株式の種類及び総数並びに自己株式の種類及び数に関する事項 

 
 (注） 普通株式の自己株式の株式数の増加87株は、単元未満株式の買取によるものであります。 

  

２ 配当に関する事項 

(1) 配当金支払額 

 
(2) 基準日が当事業年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌事業年度となるもの 

(株主資本等変動計算書関係)

前事業年度末株式数 増加株式数 減少株式数 当事業年度末株式数

発行済株式の種類

普通株式 5,136,600 株 ― ― 5,136,600 株

合 計 5,136,600 株 ― ― 5,136,600 株

自己株式の種類

普通株式 2,937 株 ― ― 2,937 株

合 計 2,937 株 ― ― 2,937 株

決  議 株式の種類 配当金の総額 １株当たり配当額 基準日 効力発生日

平成21年９月25日 
定時株主総会

普通株式 128,341 千円 25.00 円 平成21年６月30日 平成21年９月28日

決議 株式の種類 配当金総額 配当の原資
１株当たり
配当額

基準日 効力発生日

平成22年９月29日 
定時株主総会

普通株式 138,608 千円 利益剰余金 27.00 円 平成22年６月30日 平成22年９月30日

前事業年度末株式数 増加株式数 減少株式数 当事業年度末株式数

発行済株式数

普通株式 5,136,600 株 ― ― 5,136,600 株

合  計 5,136,600 株 ― ― 5,136,600 株

自己株式の種類

普通株式 2,937 株 87 ― 3,024 株

合  計 2,937 株 87 ― 3,024 株

決議 株式の種類 配当金の総額 １株当たり配当額 基準日 効力発生日

平成22年９月29日 
定時株主総会

普通株式 138,608 千円 27.00 円 平成22年６月30日 平成22年９月30日

決議 株式の種類 配当金の総額 配当の原資
１株当たり
配当額

基準日 効力発生日

平成23年９月28日 
定時株主総会

普通株式 143,740 千円 利益剰余金 28.00 円 平成23年６月30日 平成23年９月29日
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該当事項はありません。 

  

該当事項はありません。 

  

当社の報告セグメントは、ホームセンターのみであるため、記載を省略しております。 

  

(追加情報) 

当事業年度より「セグメント情報等の開示に関する会計基準」(企業会計基準第17号 平成22年３月

27日)及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第20号

平成21年３月21日)を適用しております。 

  

関連会社がないため、該当事項はありません。 

  

  

  

  

リース取引関係、金融商品関係、有価証券関係、デリバティブ取引関係、退職給付関係、 

税効果関係、資産除去債務関係、賃貸不動産関係及び関連当事者情報に関する注記については、決算

短信における開示の必要性が大きくないと考えられるため開示を省略しております。 

(キャッシュ・フロー計算書関係)

前事業年度
(自 平成21年７月１日
至 平成22年６月30日)

当事業年度
(自 平成22年７月１日
至 平成23年６月30日)

※  現金及び現金同等物の期末残高と貸借対照表に掲

記されている科目の金額との関係

(平成22年６月30日)

現金及び預金勘定 366,330 千円

預入期間が３か月を超える 
定期預金 △6,100 千円

現金及び現金同等物 360,230 千円

※  現金及び現金同等物の期末残高と貸借対照表に掲

記されている科目の金額との関係

(平成23年６月30日）

現金及び預金勘定 499,726 千円

預入期間が３か月を超える 
定期預金 △6,100 千円

現金及び現金同等物 493,626 千円

（ストック・オプション等関係）

（企業結合等関係）

(セグメント情報等)

(持分法投資損益等)

(開示の省略）
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(注) 算定上の基礎 

１株当たり当期純利益 

 
  

  

該当事項はありません。 

(１株当たり情報)

前事業年度
(自 平成21年７月１日
至 平成22年６月30日)

当事業年度
(自 平成22年７月１日
至 平成23年６月30日)

１株当たり純資産額 1,300円68銭 1,385円88銭

１株当たり当期純利益 94円50銭 110円97銭

なお、潜在株式調整後１株当たり当

期純利益については、潜在株式が存在

しないため、記載しておりません。

 

なお、潜在株式調整後１株当たり当

期純利益については、潜在株式が存在

しないため、記載しておりません。

前事業年度
(自 平成21年７月１日
至 平成22年６月30日)

当事業年度
(自 平成22年７月１日
至 平成23年６月30日)

当期純利益 (千円) 485,144 569,709

普通株主に帰属しない金額 (千円) ― ―

普通株式に係る当期純利益 (千円) 485,144 569,709

普通株式の期中平均株式数 (株) 5,133,663 5,133,623

(重要な後発事象)

㈱ハンズマン（7636）　平成23年6月期決算短信（非連結）

－　21　－



① 代表者の異動  

該当事項はありません。 

  

② その他の役員の異動 

(1) 新任取締役候補 (就任予定日：平成23年9月28日） 

取締役 大石 徹 （商品部長） 

  

(2) 新任監査役候補 （就任予定日：平成23年9月28日） 

監査役（社外監査役） 島津 久友 

監査役（社外監査役） 永野 修一郎 

  

(3) 退任予定監査役 （退任予定日：平成23年9月28日） 

監査役（社外監査役） 大浦 克博 

５．その他

・役員の異動
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